
 

 

太平洋・島サミット（PALM）について 

令和２年２月７日  

観 光 局  

１．太平洋・島サミットとは 

ミクロネシア、メラネシア、ポリネシアの国々からなる太平洋島嶼国は、国際社

会において日本の立場を支持するなど、日本にとって重要な国々です。 

太平洋・島サミット（Pacific Islands Leaders Meeting： PALM）は、日本がこれら

の国々との関係を強化する目的で、1997 年に初めて開催され、以後 3 年毎に日本

で開催されています。 

 2018 年の第 8 回太平洋・島サミットでは、「法の支配に基づく海洋秩序、持続

可能な海洋」「気候変動、防災及び環境保全の重要性」「保健、教育、ジェンダー、

情報通信技術（ICT）、貿易、投資、観光等の分野での協力」「インフラ整備、運

輸交通手段の提供などの協力」「人的往来、交流の活性化」などが首脳宣言として

まとめられました。 

  

主催  外務省 

 

参加国 

日本を含め 19か国・地域の首脳等が参加。 

日本、キリバス、クック諸島、サモア、ソロモン諸島、ツバル、トンガ、ナウル、

ニュージーランド、ニウエ、バヌアツ、パプアニューギニア、パラオ、フィジー、

マーシャル、ミクロネシア、オーストラリア、ニューカレドニア、仏領ポリネシ

ア。 

         
 

２．三重県での開催 

日 時：令和 3（2021）年 

場 所：三重県志摩市 

三重県が開催地として選ばれたポイント： 

      三重県は、漁業資源の持続可能な利用、防災対策といった点から太平 

洋島嶼国と共通の課題の解決に向けて取り組んでおり、また高校生との 

交流や環境分野における民間の協力などを通じて、太平洋島嶼国とのつ 

ながりを有していることが評価され、2月 3日に開催地として選ばれま 

した。 
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